
同窓会の皆様におかれましては，ますますご清祥のこととお慶び申し上げます． 

令和二年（2020 年）度には，叶が化学科長および化学専攻長を務め，学科委員の橋本久子教授

とともに化学教室および化学専攻の運営に当たりました． 

長年化学教室にて研究・教育に非常に大きな貢献をされた環境放射化学研究室の関根勉教授と

学際基盤化学研究室の坂場裕之准教授が令和 3 年 3 月 31 付けで定年退職されました．また，

化学専攻の兼担で金属材料研究所所属の宇田聡教授が同年度末に定年退職されました． 

その他にも多くの方が着任，異動されました．同年度に採用，昇任，異動，退職された方々は

以下の通りです． 

准教授 佐藤  雄介 令和 2 年 4 月 1 日付昇任（分析化学） 

准教授 高岡 洋輔 令和 2 年 4 月 1 日付昇任（有機化学第一） 

准教授 近藤 梓    令和 2 年 4 月 1 日付昇任（反応有機化学） 

助教  長田  浩一 令和 2 年 4 月 1 日付採用（無機化学） 

助教  鈴木 仁子 令和 2 年 4 月 1 日付採用（生命機能制御物質化学） 

助教  吉田 健文 令和 2 年 5 月 1 日付採用（錯体化学）  

助教  Shen Yongbing  令和 2 年 5 月 1 日付採用（錯体化学） 

助教  XING Junfei 令和 2 年 5 月 1 日付採用（錯体化学） 

助教  SYED MOHAMMAD FAKRUDDIN SHAHED 令和 2 年 5 月 1 日付採用（走査プロ

ーブ計測技術） 

助教  塩見 慎也 令和 2 年 7 月 1 日付採用（有機分析化学） 

助手  平野 智倫 令和 2 年 7 月 1 日付採用（計算分子科学化学） 

助教  脇坂 聖憲 令和 2 年 8 月 1 日付採用（錯体化学） 

助教  INDU Satrajit 令和 2 年 10 月 1 日付採用（有機分析化学） 

助教  Das Saikat 令和 2 年 10 月 1 日付採用 (反応有機化学) 

助教  藤原 孝彰 令和 2 年 10 月 1 日付採用（量子ビーム構造生物化学） 

助教  Satavisha Kayal 令和 2 年 9 月 30 日付退職＜米国フロリダ大学博士研究員に就職＞ 



助教  近藤 徹 令和 2 年 10 月 31 日付退職  <東京工業大学講師に就任> 

助教  関根 良博 令和 2 年 10 月 31 日付退職＜熊本大学准教授に就任＞ 

教授  宇田 聡 令和 3 年 3 月 31 日付退職  

教授  関根 勉   令和 3 年 3 月 31 日付退職  

准教授  坂場 裕之   令和 3 年 3 月 31 日付退職  

准教授 GRIDNEV, Ilya D 令和 3 年 3 月 31 日付退職＜ロシア科学アカデミー・ゼリンスキー有

機化学研究所へ就任＞ 

准教授  岡田 純平   令和 3 年 3 月 31 日付退職 

助教  吉田 健文 令和 3 年 3 月 31 日付退職    <電気通信大学大学院情報工学研究科特任准教

授に就任> 

助教  李 静   令和 3 年 3 月 31 日付退職 <中国 西安交通大学 化学学院教授に就任> 

助教   新家 寛正 令和 3 年 3 月 31 日付退職 

助教   福澤 宏宣 令和 3 年 3 月 31 日付退職 

 

今年度の始めから新型コロナウィルス感染拡大の問題が深刻化しました．東北大学行動指針の

指導のもと，化学科や化学専攻の教職員や学生らが一丸となり，この未曾有の困難を克服する

ために全力を挙げて頑張ってきました．オンライン講義や在宅勤務，出勤制限など不慣れなこ

とが沢山あるにもかかわらず，見事に成し遂げました．心から感謝を申し上げます． 

例年の四月の始めに各学年の学生らへのガイダンスを実施してきましたが，新型コロナウィル

ス感染拡大の影響で急遽中止なりました．その中，新しく青葉山キャンパスに移行した二年生

らのガイダンスは半年遅れの令和二年 9 月 28 日に大講義室で実施しました．東北大学に入学

してから，勉学と日常生活に様々な問題に遭遇してきた新二年生に特別な配慮を行い，化学科

の紹介や大学生活の助言や同期皆様の交流促進などを努めてきました．また，ピアサポーター

制度を利用し，新入生のために，先輩の学生らからアドバイスできるように様々な試みも実施

しました． 



例年 9 月頃に行われるオープンキャンパスも中止となり，その代わりにオンライン開催となり

ました．キャンパスの見学と体験を行う VR 技術なども用い，化学科や各研究室の現状につい

て受験生の皆様へ積極的に宣伝しました． 

一方，化学科の伝統行事である化学科スポーツ大学や野球大会，一般雑誌会，化学科送別会な

どはすべて中止となりました．非常に残念でしたが，早く再開できることを心から願っていま

す． 

このような異常事態が続く中，専攻長秘書の高岡朋子さんと大内典子さんの二人体制で化学科

と化学専攻の日常をサポートしていただきました． 

以上，令和二年度における化学教室の概況についてご報告申し上げました．今後も新型コロナ

ウィルスの完全克服を見据え，化学教室発展に向け，構成員一丸となって邁進していく所存で

すので，引き続き同窓会の皆様のご協力とご支援を賜りますと幸いに存じます． 

末筆ながら，皆様の益々のご健勝とご発展をお祈り申し上げます． 

令和 3 年 10 月 1 日 


